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　現在，定時制高校では，社会構造の変化などにより，勤労青少年の学習の場としての

役割が薄れる一方，不登校経験者や特別な支援を要する生徒など，様々な課題を抱える

生徒が増加し，多様な学びを保障する場としての役割が高まっています。

　こうした中，本市では，生徒の多様な状況や教育的ニーズに，より一層きめ細かく応

えられるよう，伏見工業高校及び西京高校定時制の両校がこれまで培ってきた教育実践

のノウハウを結集するとともに，両定時制高校を再編・統合し，学び直しや自立支援等

の機能を充実させた「新定時制高校」の創設に向けて取り組んでいるところです。

　令和３年４月の開校に向け，この４月からは新定時制高校開設準備室を設置し，両校

の教員とともに，教育内容をはじめ具体的な支援方法や指導体制の構築に向けた検討を

進めており，この度，学校名について校名案を市民の皆様から募集します。

応募方法

応募期間 令和元年（2019年）
6月 21日（金）～7月 22日（月）
※郵便の場合は令和元年7月 22日の消印有効

ホームページの意見募集フォーム ,
郵送，ＦＡＸ（最終ページの「校名案応募用紙」をご利用ください）

※電話では受け付けておりません

送付先・お問い合わせ先
京都市教育委員会　新定時制高校開設準備室
住　所：604-8161　京都市中京区烏丸通三条下ル饅頭屋町 595-3　大同生命ビル7F内
ＴＥＬ：０７５－２２２－３８１１
ＦＡＸ：０７５－２２２－３７５１
ＷＥＢ：校名案募集ページ
　 https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/category/179-5-10-0-0-0-0-0-0-0.html

検索新定時制　校名案

京都市立の新しい定時制高校が開校します！

京都市立新定時制高校
校名案募集
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〔交流広場　イメージ〕

〔南東側から見た外観イメージ〕

〔交流ホール　イメージ〕

新しい定時制高校について新しい定時制高校の教育理念

新しい定時制高校の
概要･特色

遠隔教育
通学意欲がありながらも登校できな

い生徒に対して，学習を継続できる

よう，ＩＣＴ機器を活用した遠隔教育

の実践研究を進めています。

  分身ロボットOriHime等
  の利用も研究しています。

生徒同士や地域との交流
昼間部，夜間部の生徒が共に集える夕方の時間帯に，

部活動や学校行事，さらには地域の異年齢・異世代

の方との交流や進路意識を高める取組など，自己肯

定感を育むための活動を行います。

学校規模
１学年８０人程度，１クラス

２０人程度を想定

学び直し
国語・数学・英語を中心とし

た学び直しを，入学当初に集

中的に行い，高校での学習の

土台を築きます。

３年制・４年制
３年間で卒業を希望する生徒や，ゆっく

りと自分のペースで学び４年間での卒業

を希望する生徒に対応するため，３年制

と４年制を設置します。

少人数講座
生徒の学習及び進路希望等を十分に

保障するため，きめ細かい少人数講

座を展開します。

指導支援体制
総合育成支援教育に関するアドバイザーや臨床

心理士，社会福祉士，さらにはキャリア支援な

どの専門家と連携を図り，生徒一人一人に応じ

たきめ細かい支援体制を確立します。

居場所カフェ
昼間部・夜間部両方の生徒が共

に集える夕方の時間帯に，仲間

や大人とおしゃべりを楽しみ，

悩みの相談もできる｢場｣の開設

を検討しています。

キャリア教育
ソーシャルスキルトレーニングやキャリアデ

ザインなどを学ぶ科目を中核として，学校の

教育活動のあらゆる場面を活用しながら，社

会人基礎力とキャリア意識を育みます。

昼間・夜間２部制
午前遅めの時間からスタートする

昼間部と夕方からスタートする

夜間部を設置します。

総合的な探究の時間
ものづくりやビジネスなどの｢実務

を通した学び｣を行いながら，課題

発見･解決力を育みます。

資格取得
学びの動機付けや達成感が得られることを

目標にしつつ，生徒のキャリア形成につな

がる資格の取得に取り組みます。

新定時制高校　所在予定地

　「新定時制高校」では，伏見工業高校及び西京高校定時制の両校がこれまで培ってきた

教育実践のノウハウを結集し，様々なニーズにさらに応えられるようＩＣＴ等も活用し，

学び直しや自立支援等の機能を充実させてまいります。

　生徒一人一人に応じたきめ細かい指導や支援体制の確立など，生徒が「この学校で学

べて本当によかった」と実感できるような教育環境を整え，基礎学力の定着・向上はも

とより，社会性やコミュニケーション力を育むことで，社会的自立の基礎を築き，就職･

進学等の進路希望の実現を目指してまいります。

通級による指導
発達障害等，支援の必要な生

徒に対して，通級による指導

を取り入れて，自立活動の支

援に取り組みます。

学科
多様な進路ニーズに

応えるために普通科

を設置

京阪伏見稲荷駅から徒歩５分
JR稲荷駅から徒歩８分
地下鉄十条駅から徒歩１０分

分身ロボットOriHime

通級による指導
障害による学習上･生活上の困難を，
生徒が主体的に改善･克服するため
に，個別に行うきめ細かな指導

インターネットを通じて他
の場所から操作でき，自分
の代わりに教室に置いて，
コミュニケーションがとれ
るロボット。

（　　　　　　　　　　　　）
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